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広
い
ハ
ウ
ス
に
「
紅
ほ
っ
ぺ
」「
さ
ち
の
か
」

な
ど
５
品
種
・
約
２
万
５
千
株
を
栽
培

開
園
前
の
イ
チ
ゴ
園
に

地
域
の
子
ど
も
を
招
待

　

 

㈲
エ
コ
フ
ァ
ー
ム
う
ち
こ

　

一
年
を
通
し
て
果
物
狩
り
が

楽
し
め
る
周
年
型
観
光
農
園
を

目
指
し
て
、
川
登
地
区
の
農
家

が
経
営
す
る
農
業
法
人「
エ
コ

フ
ァ
ー
ム
う
ち
こ
」（
德
山
護

ま
も
る

代
表
取
締
役
）の
イ
チ
ゴ
狩
り

が
、
12
月
20
日
か
ら
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

　

開
園
に
先
立
ち
、
17
日
に
は

大
瀬
保
育
園
の
園
児
た
ち
を

招
待
。
園
児
た
ち
は
、
赤
く
色

づ
い
た
大
き
な
イ
チ
ゴ
を
摘
み

取
っ
て
は
、
お
い
し
そ
う
に
ほ

お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

　

イ
チ
ゴ
狩
り
は
５
月
上
旬
こ

ろ
ま
で
楽
し
め
る
見
込
み
。
定

休
日
は
火
曜
日
と
金
曜
日
で
、

電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

☎
０
８
９
３
（
５
９
）
９
８
８
９

稲
本
町
長
に
寄
付
金
を
手
渡
す

生
徒
会
長
㊨

環
境
に
役
立
て
て

文
化
祭
の
収
益
を
寄
付

小
田
高
校
生
徒
会
・
家
庭
ク
ラ
ブ

　

県
立
小
田
高
校
生
徒
会
お
よ

び
家
庭
ク
ラ
ブ
は
、
文
化
祭
の

収
益
を
町
の
環
境
政
策
に
役
立

て
て
も
ら
い
た
い
と
、バ
ザ
ー
や

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
で
集

ま
っ
た
お
金（
３
万
２
千
１
９
８

円
）を
内
子
町
環
境
基
金
に
寄

付
し
ま
し
た
。

　

同
校
生
徒
会
長
の

瑞み
ず

樹き

さ

ん
が
12
月
７
日
、
町
長
室
を
訪

れ
、
稲
本
隆た

か

壽と
し

町
長
に
寄
付
金

を
手
渡
し
ま
し
た
。
稲
本
町
長

は「
生
徒
の
皆
さ
ん
の
気
持
ち
を

大
切
に
、
役
立
て
て
い
き
ま
す
」

と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

　

さ
ん
は「
自
然
は
い
っ
ぱ
い

あ
る
け
ど
、
自
然
に
触
れ
な
が

ら
遊
べ
る
場
所
は
少
な
い
。
身

近
に
そ
ん
な
場
所
が
で
き
れ
ば

嬉
し
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
約
88
万
点
の
応
募

が
集
ま
る「
第
29
回
全
国
中
学

生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」で
、

大
瀬
中
学
校
３
年
生
の
東
影
喜

子
さ
ん
が
法
務
事
務
次
官
賞
を

受
賞
し
12
月
７
日
、
同
校
で
伝

達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

東
影
さ
ん
は
、
職
場
体
験
授

業
で
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
み
ど
り
苑
」
を
訪
れ
た
際
の

体
験
か
ら
、
作
文
を
応
募
。
受

賞
に
あ
た
り「
高
齢
者
の
気
持

ち
を
考
え
る
こ
と
の
大
切
さ
と

大
変
さ
を
学
び
ま
し
た
。
み
ど

り
苑
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
た
い
」

と
喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

大
西
理
事
長
㊨
と
、
車
両
整
備
を
担
当

し
た
亀
井
邦く

に

明あ
き

さ
ん

快
適
レ
ト
ロ
バ
ス
で

観
光
ツ
ア
ー
を
楽
し
ん
で

ち
ゃ
が
ま
る
に
新
車
が
仲
間
入
り

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｐプ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ

Ａ
・
Ｙ（
大
西
啓け

い

介す
け

理
事
長
）は

12
月
24
日
、
㈶
日
本
宝
く
じ
協

会
の
助
成
を
利
用
し
て
購
入

し
た
新
し
い
観
光
レ
ト
ロ
バ
ス

「
ち
ゃ
が
ま
る
」
の
お
披
露
目

を
行
い
ま
し
た
。

　

同
車
は
、
26
人
乗
り
の
国
産

の
新
車
両
を
レ
ト
ロ
バ
ス
風
に

改
装
し
た
も
の
。
大
西
理
事
長

は「
貸
し
切
り
観
光
バ
ス
と
し

て
、
町
内
だ
け
で
な
く
、
南
予

地
域
を
つ
な
ぐ
ツ
ア
ー
な
ど
に

活
用
し
て
い
き
た
い
」と
語
っ

て
い
ま
し
た
。

【
利
用
の
問
い
合
わ
せ
】

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
Ａ
・Ｙ

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
０
１
５

Ｊ
Ｊ
旅
行
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
５
７
８
８

　

内
子
町
で
初
め
て
と
な
る
自

主
防
災
訓
練
が
12
月
20
日
、
町

内
全
域
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
訓
練
は
、
今
世
紀
中
に
起

こ
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
東
南

海
・
南
海
地
震
に
備
え
て
地
域

の
防
災
意
識
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
に
、
町
が
呼
び
か
け
て
実

施
。
35
の
自
主
防
災
組
織
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

午
前
９
時
に
大
地
震
が
起

こ
っ
た
と
い
う
設
定
の
下
、
役

場
に
災
害
対
策
本
部
を
設
置
。

的
確
な
情
報
の
伝
達
や
初
動
体

制
の
訓
練
な
ど
、
連
携
を
確
認

し
ま
し
た
。
ま
た
各
自
主
防
災

組
織
で
は
、
放
水
訓
練
や
け
が

人
の
搬
送
、
応
急
手
当
な
ど
の

訓
練
を
実
施
。
住
民
同
士
で
協

力
し
な
が
ら
、
一
つ
一
つ
確
か

め
る
よ
う
に
、
真
剣
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。

「自分たちの地域は
  自分たちで守ろう」

自主防災訓練

㊨
災
害
対
策
本
部
の
様
子　

㊧
立
川
自
治
会
・
境
地
区

自
主
防
災
組
織
の
初
期
消
火
訓
練　

　内子町では、19、20 年に「どぶろく・果実酒特区」
の認定を受け、取り組みが始まっています。このたび、
新たに「果実酒・リ

※

キュール特区」の申請を行い、21
年 11 月 26 日に認定を受けました。
　この認定により、町内で生産された果実を使用し
て、「ブドウ・リンゴ」の果実酒、または「ブドウ・リンゴ・
モモ・ナシ・ブルーベリー・スモモ・ヤマモモ・イチゴ・
カリン・ジャバラ・ハッサク・ナツミカン・ウメ」のリ
キュールを、町内に自己所有する酒類製造上で製造す
る場合の、酒類製造免許申請に係る最低製造数量基準
が緩和されます。

　
【果実酒・リキュール特区に関する問い合わせ】

総務課  町並・地域振興班（内子分庁内）
☎０８９３（４４）２１１８
※酒税に関する問い合わせは税務署へ。

果実酒・リキュール特区の
認定を受けました

■注意■
　果実酒やリキュールの製造免許を受けるためには、特区法
上の要件と酒税法上の最低製造数量基準以外の要件をすべて
満たし、登録免許税を納付する必要があります。製造免許を
受けないで酒類の製造を行った場合は、無免許製造の罪とな
り、酒税法に基づいて５年以下の懲役または 50 万円以下の
罰金に処されます。

○
大
洲
地
区
大
会
で
は
、
次
の

皆
さ
ん
が
入
賞
し
ま
し
た
。

優
秀
賞

田
丸
明
日
香
さ
ん

（
五
十
崎
中
３
年
）

奨
励
賞

丸
山　

楓
加
さ
ん

（
五
十
崎
中
２
年
）

永
井　

瑞
希
さ
ん

（
小
田
中
２
年
）

◆「
第
29
回
全
国
中
学
生
人
権
作

文
コ
ン
テ
ス
ト
」

優
秀
賞

大
江
は
る
な
さ
ん

（
大
瀬
小
６
年
）

奨
励
賞

森
岡　
　

翔
さ
ん

（
小
田
小
６
年
）

中
田　

智
之
さ
ん

（
参
川
小
６
年
）

◆「
21
年
度
愛
媛
県
小
学
生
人
権

メ
ッ
セ
ー
ジ
コ
ン
テ
ス
ト
」

人権作文コンテストで
法務事務次官賞を受賞

東影喜
よ し

子
こ

さん（大瀬中３年）

笑
顔
で
賞
状
を
受
け
取
る
東
影
さ
ん
㊧

※リキュール＝アルコールや蒸留酒に、糖
分・果実エキス・香料などを加えた混成酒


